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借入金管理のためのクラウドサービスを販売開始 
― ソフトウェアの資産計上が不要な月額利用方式で提供 ― 

 

みずほ情報総研株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：西澤 順一）は、2017年 12 月か

ら借入金管理システム「助借」のクラウド版の販売を開始します。 

企業において研究開発や設備の投資を行うには資金調達が必要であり、その中で借入金管理の重要性

も高まってきます。この借入金の支払期日や残高・ポジションなど管理には、正確性に加え適切な内部

統制も求められます。多様な方法で資金調達を行なう企業でシステムが構築されている事例がある一方、

経理・財務担当者が表計算ソフト等により対応しているという声も聞かれます。しかし、管理対象の増

加に伴い、手作業では人為的なミスや業務の属人化防止が難しくなり、適切な管理のためには担当者の

教育や複数名での確認など相応の体力が必要となります。 

みずほ情報総研では、過去 20 数年にわたり 250 社以上に借入金管理システムを開発・導入してきま

した。このたび販売を開始する「助借」クラウド版は、当社の保有する借入金管理の知見をもとに、一

般的な企業で必要とされる機能に絞り、クラウドサービスとしたものです。 

「助借」クラウド版は、円貨を対象とした借入管理機能とシミュレーション機能を有しています。ユー

ザーは契約情報や金利情報の入力によって、将来の取引日や利息額などの支払予定を確認できるほか、

繰上償還や借入の見直しによる効果の把握も可能となります。据え置き返済、利息の後払い・前払い、

営業日を考慮した取引日の設定など多様な約定に対応することに加え、操作履歴の管理機能を有し、資

金繰管理業務の効率化や内部統制の強化にも貢献します。 

本サービスはユーザーによるシステム基盤の構築が不要で、月額利用方式での提供となるため、初期

費用を抑え短期間で利用を開始することが可能です。また、資産計上が不要なため、投資リスクを抑え

た導入を実現します。当社では、本サービスについて今後 1 年間で 100 社程度への導入を見込んでいま

す。 

みずほ情報総研は、当システムの提供をはじめとし、今後も経理・財務の業務支援システムにおける

豊富な実績を活かして、企業を支えるさまざまな IT ソリューションを提供してまいります。 
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【「助借」クラウド版の機能構成】 
 

 
   ※ 図中の CF は、キャッシュフローを示しています 
 
   ※「助借」は、みずほ情報総研株式会社の商標です 
 
■本ソリューションの詳細については借入金管理システム「助借」をご覧下さい。 
https://www.mizuho-ir.co.jp/solution/corporation/backoffice/finance/property/kariire/ 
 
 
 

■報道関係者からのお問い合わせ 

みずほ情報総研株式会社 

広報室 井川 公規 

TEL： 03-5281-7548 

E-mail： info@mizuho-ir.co.jp 

 

■本サービスに関するお問い合わせ 

みずほ情報総研株式会社 

ソリューション第 1 部 

冨澤 摂理、橋本 博子 

TEL 03-5978-7212 
 
 

内部統制

契約・CF承認

締切処理

ログ管理

権限設定

グループ会社 / 複数会社管理

資金計画支援

シミュレーション

契約管理
円貨借入金 契約登録 CF自動生成

ＣＦ管理・更新
金利一括更新 繰上償還 書換・借換

決算支援

有報資料支援帳票

借入金管理のデータを蓄積

多数の管理項目

利払 返済 コスト 元本

契約・取引先毎の
決済明細予定

未払/前払経過利息 平均金利明細

基準金利ごとの
残高推移

過去の残高

15種類以上の帳票出力

管理帳票


